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	応用
	抗原情報
	背景
	ドロシャリボヌクレアーゼIII（DROSHA）ホモサピエンス この遺伝子は、二本鎖RNA特異的リボヌクレアーゼ（RNase）IIIをコードし、マイクロプロセッサータンパク質複合体のサブユニットとして機能し、マイクロRNA（miRNA）合成の初期処理段階を触媒します。コードされたタンパク質は、核内で一次マイクロRNA（pri-miRNA）からステムループ構造を切断し、前駆体miRNA（pre-miRNA）を生成します。pre-miRNAはその後、さらなる処理のために細胞質へ輸送されます。この遺伝子の機能的コピーを欠損したヒト細胞株では、標準的なmiRNA合成が減少します。この遺伝子の体細胞変異は、腎臓がんのヒト患者において観察されています。 [RefSeq提供、2016年9月],触媒活性：5'-ホスホモノエステルへのエンドヌクレアーゼ切断,補因子：マグネシウムまたはマンガン,機能：核内におけるマイクロRNA（miRNA）プロセシングの最初のステップ、すなわちpri-miRNAを切断してpre-miRNAを放出するステップを実行する。pre-rRNAプロセシングに関与する。二本鎖RNAを切断しますが、一本鎖RNAは切断しません。,オンライン情報:RNAのダークサイド - 2007年10月号第87号,類似性:1つのDRBM（二本鎖RNA結合）ドメインを含みます。,類似性:2つのRNase IIIドメインを含みます。,細胞内局在:細胞周期のS期に一部が核小体に移行します。,サブユニット:Sp1と相互作用します。,組織特異性:遍在性。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、DNA/RNA、RNAプロセシングRNAi、ダイサー、核シグナル伝達経路、核受容体、核膜孔複合体
	画像データ
	

	RNase III Drosha 抗体を使用した脳組織溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	SH-SY5Y K562 HELAのRNase III Drosha抗体を用いたウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

